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１．はじめに 
本報では、前報*その２）で報告した通り、住宅全館で快適

な温熱環境を概ね実現した c 邸の検証結果を報告する。 
２．冬期におけるシステム運用検証の結果 

表 1：各代表日におけるシステム運用状況 

 
表 2：各代表日における外気条件・平均室温 

 
検証に用いた全モードの検証期間のうち、気象条件

（積算屋根傾斜面日射量と平均外気温度）が比較モード

と最も近い日を代表日として検証に用いた。各代表日で

の各データの積算・平均値を表 1,2 に示す*1)。尚、代表日

1 日分を算出するため、給湯熱量の算出には前日の影響を

受ける沸上熱量ではなく需要熱量を用いた。一方でシス

テム消費電力量は暖房と給湯沸上によって発生するため、

今回算出した代表日のシステム COP は実際より小さいと

考えられるが、検証のための参考値として用いた。 
 検証条件①の①モードでは、比較モードと比べシステ

ム COP が向上した（表 1）。検証条件②の②-1 モードでは、

比較モードと比べ殆どの居室で室温が向上した（表 2）。
本報ではこの 2 つのモードについての結果を詳報する。 
2.1.検証条件①：①モードの詳細結果              

①モードでは 1/15 を代表日として、比較モードの代表

日である 1/28のデータと比較することで検証した。図 1に
設定温度とリモコン内温度、図 2 に室温、図 3 にシステム

運転状況、図 4 に SA 風量・温度の推移を示す。図 5 には

HP 暖房処理熱量と太陽熱集熱量を積み上げ面グラフで示 

 
図 1：設定温度とリモコン計測室温 

 
図 2：室温 

 
図 3：システム運転状況 

 
図 4：SA 風量と SA 温度 

 
図 5：HP 暖房処理熱量と太陽熱集熱量（積み上げ面） 

す。この積み上げ面全体が暖房処理熱量である。室温

積算 平均 給湯 システム処理熱量 システム システム
発電量 SA風量 HP暖房処理熱量 太陽熱集熱量 需要熱量 （暖房処理熱量＋給湯需要熱量） 消費電力量 COP
[kWh/日] [m³/h] [kWh/日] [kWh/日] [kWh/日] [kWh/日] [kWh/日] [/日]

比較 1/28 21.9 384 33.7 9.0 14.1 56.8 17.5 3.2
① 1/15 22.6 385 34.2 8.2 21.7 64.1 16.7 3.8
比較 1/30 19.6 381 55.9 5.8 14.6 76.3 22.1 3.5
②-1 1/20 26.7 399 46.9 10.0 17.2 74.1 24.6 3.0
比較 1/30 19.6 381 55.9 5.8 14.6 76.3 22.1 3.5
②-2 2/3 20.0 398 80.3 2.6 17.4 100.3 33.0 3.0
比較 1/31 22.0 389 35.7 10.0 11.3 56.9 18.5 3.1
②-3 2/10 25.5 399 50.0 7.1 2.6 59.7 23.0 2.6
比較 1/31 22.0 389 35.7 10.0 11.3 56.9 18.5 3.1
②-4 2/24 23.3 456 47.0 10.3 14.2 71.5 25.2 2.8

検証
条件①

検証
条件②

代表日
暖房処理熱量

平均 積算屋根傾
外気温度 斜面日射量
[℃] [MJ/m²] リビング 和室 脱衣所 ホール 主寝室 子供部屋

比較 1/28 11.8 13.4 22.1 18.8 19.0 18.6 17.8 17.9
① 1/15 11.9 12.0 20.9 18.3 18.5 18.2 17.4 17.6
比較 1/30 8.8 13.7 21.1 18.0 18.2 17.1 16.0 16.3
②-1 1/20 9.0 16.8 20.9 18.3 18.5 18.2 17.4 17.6
比較 1/30 8.8 13.7 21.1 18.0 18.2 17.1 16.0 16.3
②-2 2/3 8.6 11.5 21.7 17.6 17.8 24.6 23.2 21.8
比較 1/31 11.0 13.9 22.3 18.7 19.0 18.4 17.6 17.6
②-3 2/10 10.8 15.8 22.4 18.5 18.8 19.7 18.6 18.4
比較 1/31 11.0 13.9 22.3 18.7 19.0 18.4 17.6 17.6
②-4 2/24 10.7 14.6 21.8 18.2 18.3 20.3 19.1 18.7
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（図 2）に関して、1 階リビングでは殆どの時間帯で①モ

ードの方が低く推移し、特に 2 時頃～10 時頃にかけて最

大 2℃程度の差になった。それ以外の居室では 2 時頃～10
時頃にかけて①モードの方が最大 2～3℃程度低く推移し

たものの、それ以外の時間は同程度で推移した。システ

ム運転が「HP 暖房」となり、SA 温度が比較モードでは 2
時頃～8 時頃にかけて上昇した一方、①モードでは 4 時頃

～10 時頃断続的に上昇した（図 3,4）。それぞれの時間帯

においては暖房処理熱量が両モード共に最大 5000W 程度

にまで増加した。一方で正午前後の太陽熱集熱時の暖房

処理熱量は最大 2000～3000W 程度となった。 
平均室温は、①モードの方が 1 階リビングでは 1.2℃、

それ以外の居室でも 0.3～0.5℃低い結果となった（表 2）。
一方で積算システム消費電力量は比較モードより 0.8kWh
少なく、システム COP は 0.6 高かった（表 1）。 
2.2.検証条件②：②-1 モードの詳細結果          

②-1 モードでは 1/20 を代表日として、比較モードの代

表日である 1/30 のデータと比較することで検証した。図 6
に時間帯毎の使用系統、図 7 に設定温度とリモコン内温度、

図 8 に室温、図 9 にシステム運転状況、図 10 に SA 風量・

温度の推移を示す。図 11 には HP 暖房処理熱量と太陽熱

集熱量を積み上げ面グラフで示す。この積み上げ面全体

が暖房処理熱量である。室温（図 8）に関して、1 階では

リビングで 0 時～10 時頃にかけて、和室と脱衣所で 0 時

～8 時頃にかけて②-1 モードの方が 1～2℃程度低く推移

し、それ以降の時間帯では同程度または高温で推移した。

2 階では全居室において殆どの時間帯で②-1 モードの方が

高温で推移し、10 時頃以降はその差が拡大した。システ

ム運転が「HP 暖房」となり、比較モードでは 0 時～8 時

頃、9 時頃～11 時頃にかけて、モード②-1 では 3 時頃～10
時ごろにかけて、SA 温度が上昇と下降を繰り返した（図

9,10）。それぞれの時間帯においては暖房処理熱量が両モ

ード共に最大 5000～6000W 程度にまで増加した。一方で

正午前後の太陽熱集熱時の暖房処理熱量は最大 2000～
2500W 程度となった。 
 平均室温では、②-1 モードの方が 1 階リビングでは

0.2℃低くなったが、それ以外の居室では 0.3～1.4℃高い結

果となった（表 2）。一方で積算システム消費電力量は比

較モードより 2.5kWh 高く、システム COP は 0.5 低かった

（表 1）。 
３．まとめ 
 本検証により次の結果が得られた。(1)夜間に設定温度

を下げると、平均室温が低下するもののシステム COP の 

 
図 6：時間帯毎の使用系統 

 
図 7：設定温度とリモコン計測室温 

 
図 8：室温 

 
図 9：システム運転状況 

 
図 10：SA 風量と SA 温度 

 
図 11：HP 暖房処理熱量と太陽熱集熱量（積み上げ面） 

向上が見られた。 (2)朝方～午前中（5 時～10 時）にかけ

てA,C系統を使用し居室に直接供給する風量を増加すると、

平均室温が概ね上昇するもののシステム COP の低下が見

られた。今後は室内温熱環境とシステム COP 双方を向上

するシステム運用方法の策定を目指し検証を継続する。 
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*1)HP 暖房処理熱量はリターン温度と送風温度との差、太陽熱集熱量は外気
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